
Ｎ ｏ ． １

寝台用

１ ０ ０ ０ ｋ ｇ

４ ５ ｍ／ｍｉ ｎ

交流イ ン バータ 制御方式（ 回生無）

乗合全自動方式・ 専用運転

１ ５ ０ ０ ｍｍ

Ａ Ｃ－ ４ ． ５ ｋ W

１ ２ ０ ０ ｍｍ

２ 枚戸片開き （ 電動式）

有（ Ｐ 波＋Ｓ波感知器（ ３ 段検知） リ ス タ ート 機能付）

有

無

有

Ａ１ ４

２ ４ Ｖ 同時通話イ ン タ ーホン

（ １ ５ 人）

（ Ｓ Ｂ １ ０ ０ ０ －２ Ｓ ４ ５  )　 車いす仕様

２ ０ ０ Ｖ ５ ０ Ｈ ｚ

５ ０ Ｈ ｚ１ ０ ０ Ｖ

Ｘ ２ ５ ０ ０ ｍｍＸ ２ ３ ０ ０ ｍｍ

Ｘ ２ １ ０ ０ ｍｍ

２ ヶ 所（ １ , ２ Ｆ Ｌ ） 1 方向

（ ギヤレ ス ）

号機名（ 台数）

用途（ 形式）

積載量（ 定員）

速度

制御方式

操作方式

停止ヶ 所・ 出入口方向

かご内法（ Ｗｘ Ｄ ｘ Ｈ ）

出入口寸法（ Ｗｘ Ｈ ）

ド ア方式

電動機出力

電源 動力

照明

管制運転 地震時

火災時

自家発時

停電時自動着床装置

耐震ク ラ ス

かご内連絡装置

（ １ 台）

エ レ ベータ ー仕様

三相３ 線

単相

浸水時／冠水時

様
仕
略
概

有　 全自動形（ ピ ッ ト 冠水時（ 指定階） ）

ロ ーラ ーガイ ド （ かご 、 おも り ）

照明・ 換気装置自動休止機能

２ Ｄ多光軸（ マ ルチビ ーム） ド ア セフ テ ィ

反転時呼び一括キャ ン セル機能

戸開放時間自動設定

行先階取消し機能

気配り ア ナウ ン ス機能（ 非常時４ ヶ 国語対応）

イ オ ン発生装置

故障時最寄階自動着床運転

し き い間すき ま レ ス

広角ミ ラ ー付操作盤

基本仕様

及び

標準装備仕様

全階 抗菌凸矢印ボタ ン （ Ｓ Ｉ Ａ Ａ 認証）ボタ ン乗場

イ ン ジケータ

ボタ ン

全階 デジタ ル階床表示式イ ン ジケータ

全階 板曲げ　 ステン レ ス製ヘア ラ イ ン仕上　 （ 一部樹脂製）フ ェ ース プ レ ー ト

全階 大枠・ 全傾斜　 鋼板製単色塗装仕上三方枠

全階 鋼板製単色塗装仕上ド ア

全階 硬質ア ルミ 製敷居

全階 有遮煙

様
仕
場
乗

［ Ｓ Ｔ Ｄ －１ １ ］ ア ルミ フ レ ーム導光板Ｌ Ｅ Ｄ照明天井照明

抗菌凸文字ボタ ン （ Ｓ Ｉ Ａ Ａ 認証）ボタ ン操作盤

液晶（ カ ラ ーユニ バーサルデザイ ン 認証）イ ン ジケータ

標準（ 広角ミ ラ ー付） 　 抗菌樹脂成形品（ Ｓ Ｉ Ａ Ａ 認証・ 一部鋼鈑製）フ ェ ース プ レ ート

フ ァ ン換気装置

ステン レ ス製ヘア ラ イ ン仕上リ タ ーン パネル

ス テ ン レ ス製ヘア ラ イ ン仕上出入口柱

化粧鋼板ド ア

化粧鋼板幕板

化粧鋼板側板

化粧鋼板幅木

ビ ニ タ イ ル　 （ ｔ ２ ）床

硬質ア ルミ 製敷居

様
仕
ご
か

（ Ｆ Ｃ ）

乗場表示灯「 専用」 　 　 非常呼ボタ ン透明ガード （ ポリ カ ーボネート 製,ス イ ン グ式）

　 戸開延長ボタ ン （ １ ８ ０ 秒） 　 　 　 Ｂ ＧＭス ピ ーカ ー　 　 　 かご床補強（ 重荷重対応５ ０ ０ ｋ ｇ ）

車椅子仕様

　 専用乗場ボタ ン ， 専用かご操作盤， かご内鏡， かご内手摺， 戸開放時間（ １ ０ 秒）

視覚障害者対策

　 音声案内装置（ 方向、 階床、 戸閉、 管制運転案内）

　 点字銘板（ 一般用乗場ボタ ン ・ かご操作盤に貼付け）

警報回路　 　 高調波対策　 　 　 ト ーガード 延長

特記事項

（  0198235 ） V. 22. 03

積込み荷重制限 荷重条件

重量物の積込みは、 一回当り 荷重条件以下で積込み下さ い。

※フ ォ ーク リ フ ト の使用はでき ま せん。

500kg　 （ 4輪台車を使用するものと し 、 台車の重量を含む）

工　 事　 区　 分　 表

ピ ッ ト 内防水工事

昇降路内鉄骨材の耐火処理工事

溶接レス の場合のガイ ド レ ール支持用フ ァ ス ナー及び

ガイ ド レ ール支持用フ ァ ス ナー及び立柱設置・ イ ン サート 埋め込み工事

　 ピ ッ ト ： 昇降機承諾図寸法に対し 浅い場合又は30mm以上深い場合

フ ェ ッ シャ ープ レ ート 取付材設置工事（ フ ェ ッ シャ ープ レ ート 本体は昇降機工事）

中間ビ ーム・ セパレータ ビ ーム設置・ イ ン サート 埋め込み工事

昇降路の築造工事及び躯体・ オ ーバーヘッ ド ・ ピ ッ ト 寸法が昇降機承諾図と

　 オ ーバーヘッ ド ： 昇降機承諾図寸法に対し20mm以上低い場合

1

昇降機電気建築 設備

ピ ッ ト 下を使用する場合の二重ス ラ ブ 、 釣合おも り 側の直下部厚壁等の建築躯体処置工事

昇降機承諾図に記載のない突出物や不要物の撤去切断等工事

急行ゾーンがある場合の昇降路救出口設置工事

併設さ れたエ レ ベータ ーのピ ッ ト に段差がある場合の間仕切り 工事

昇降路内建築工事仮設床用（ 水平養生） の金網、 デッ キプ レ ート 等の撤去工事

昇降路内温度が 40℃を超える場合の換気設備工事又は空調設備工事

乗場出入口の敷居取付用欠き込み・ 敷居受け持ち出し工事及び

乗場出入口壁穴あけ・ 乗場出入口用品取付材設置工事及びイ ン サート 埋め込み工事
（ 三方枠・ バッ ク ア ン グ ル ・ ド ア ・ 敷居・ 押し ボタ ン ・ イ ン ジケータ ・ モ ニ タ ー等）

エ レ ベータ ー工事着工前ま での各階出入口開口部の養生作業

乗場出入口用品取付後の壁並びに床・ 天井等の仕上工事

昇降路頂部の煙感知器設備の設置工事（ 外部よ り 点検可能な点検口の設置を含む）

エ レ ベータ ー工事着手後の昇降路内への浸水防止工事、 出入口先行着工時の止水工事

ピ ッ ト 内点検用コ ン セン ト の設置工事（ 単独回路）

遮煙のり ばド ア適用時の建屋火災信号の供給

昇降路内受電端子ま でのイ ン タ ーホン ・ そ の他機器の配管配線工事並びに引込・ 立上工事

居室側防音及び防振工事

三方枠・ イ ン ジケータ 等と 壁間のモ ルタ ル又はロ ッ ク ウ ール充填工事

三方枠・ イ ン ジケータ 等と 壁間の塞ぎ板によ る隙間塞ぎ工事

昇降路内配管工事に伴う 区画貫通部の耐火処理工事

（ 昇降機工事によ る押し ボタ ン ・ 警報盤等の配線工事は除く ）
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3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

1

3

4

5

1

2

4

5

6

1

2

9

14

2

3

4 搬入用仮設開口及び搬入経路の段差解消・ 搬入後の復旧工事

5 エ レ ベータ ーを工事用と し て使用する場合の各種養生手配及び設置工事

建築

SRC

昇降路構造
工事項目

天井フ ッ ク 又はト ロ リ ービ ーム設置工事（ 荷重に対し 安全率5を確保のこ と ）
（ オ ーバーヘッ ド 高さ が 4000mmを超える場合、 ト ロ リ ービ ーム設置は必須のこ と ）

昇

降

路

開放廊下及び屋上等直接外気と 接する乗場における雨水対策工事6

乗

場

昇降路内受電端子までの動力用電源・ 照明用電源・ 接地線の引込・ 立上工事及び

一次側端子への接続工事
3

（ 放送・ 遠隔監視・ 防犯カ メ ラ ・ 故障信号・ 非常呼信号・ 火災信号・ セキュ リ テ ィ 連動信号・ 監視盤等）

電

気

そ の他建築・ 電気・ 設備に関する工事6

異なる場合の是正工事

（ ただし 、 必要寸法を確保のこ と ）

（ 防水面から 確保のこ と ）

立柱・ 三方枠取付用ア ン グ ルへの穴加工

敷居取付後のモ ルタ ル充填工事

そ

の

他

（ 排水溝・ 水勾配・ 庇等）

No.分類

５ ｋ Ｖ Ａ

１ ． ５ ｋ Ｖ Ａ

２ ７ ． １ Ａ

５ ． ５ ８ １ ４

６ ０ ９ ３ １ ６ １

１ ０ ０ Ｖ

２ ０ ０ Ｖ

４ ０ Ａ

３ ． ５

φ ０ ． ９  ×

φ １ ９ 配管 ・ 電話線 １ Ｐ

１ ０ 本

１ ｋ Ｖ Ａ ／台

Ｎ ｏ ． １

電源設備
（ １ 台１ 回線）

号機名

電源設備容量 動力

照明

最大電流

動力線サイ ズ （ ｍｍ ）２

最大引込み距離（ ｍ）

建屋側ＭＣ Ｃ Ｂ

接地線最小サイ ズ ｍｍ ２

イ ン タ ーホン用配線

電話用配管・ 配線

ピ ッ ト コ ン セン ト 容量

（ 低圧）

【 エ レ ベータ ー遠隔監視メ ン テ ナン ス 】
※ こ のエ レ ベータ ーは、 遠隔監視メ ン テ ナン ス契約可能対応機種です。
※ 遠隔監視メ ン テ ナン ス では、 エ レ ベータ ーの遠隔診断・ 遠隔監視が可能です。
※ 上記サービ ス に必要な機器は、 保守会社と の遠隔監視メ ン テ ナン ス契約時に貸与さ れま す。

１ ,２ Ｆ Ｌ 認定番号　 Ｃ Ａ Ｓ－１ ０ ７ ２ （ ２ ）適用階

Ｎｏ ． １

遮煙のりばド ア（ Smokepr oof ）

注　 意　 事　 項

昇降路内には建築金物（ ALCク リ ッ プ等） が突出し ないこ と

昇降路壁には配管・ 消火栓等を埋め込ま ないこ と

( 6)昇降路壁は後施工ア ン カ ーが可能な構造と する こ と

( 5)コ ン ク リ ート 基準圧縮強度は21N/mm
2

以上30N/mm
2

以下と し 、

( 2)昇降路の壁又は囲いは難燃材料（ 不燃材料・ 準不燃材料含む） と する こ と

昇降路内にはエレ ベータ ーに関係のない配管・ 配線・ ダ ク ト ・ そ の他の機器を設置し ないこ と

( 3)昇降路の壁又は囲いは5c㎡辺り 300Nの外力が作用し た時に15mmを超える変形及び

( 4)コ ン ク リ ート 厚さ は150mm以上と する こ と

躯体と 昇降機承諾図に相違がある場合はエ レ ベータ ー着工ま でに躯体を是正する こ と

( 1)昇降路の壁又は囲いは隙間無き も のと する こ と

1

昇降路内に断熱材（ ウ レ タ ン ・ ス タ イ ロ フ ォ ーム等） を施工する場合は溶接火花によ る火災の
おそれがあるため難燃材料と するこ と

昇降路内及び乗場には風雨・ 塵埃・ 塩分・ 有害ガス等が入ら ないこ と

断熱材の施工時期は協議するこ と

断熱材はガイ ド レ ール支持用フ ァ ス ナー及び乗場出入口廻り の取付材を避けて施工する こ と

昇降路内の温度は5℃以上40℃以下、 湿度は月平均90％以下、

昇降路内に換気設備を設置する場合は外部よ り 点検可能な配置と し 、 雨水対策を実施する こ と

保守・ 点検・ 緊急対応のため、 外部よ り 最上階のエ レ ベータ ーホールへア ク セスでき る

昇降路内の騒音・ 振動が居室に伝搬し ない配置及び躯体構造(防音・ 防振工事等)と する こ と

エ レ ベータ ーホールと 風除室が近い場合はド ラ フ ト によ り エ レ ベータ ーの戸が開閉できなく なる

電源電圧の変動は動力用±10％以内、 照明用±5％以内と し 、 動力用の電圧不平衡率を
5％以内と する こ と

必要に応じ てモ ルタ ルを無償提供願いま す

( 1)弱電機器の電源線・ 通信線はエ レ ベータ ー動力線から 1m以上分離する こ と

高調波障害回避のため、 以下の対応を推奨し ます

( 4)エ レ ベータ ー動力線は弱電機器近く の床下や天井に設置し ないこ と

エ レ ベータ ーを 工事用と し て使用する場合はこ の使用に伴う 検査費用・ 復旧（ オ ーバーホール

据付工事用電源及び試運転調整時の動力電源を無償提供願います（ 容量は別途打ち合わせ）

仮設揚重機・ 重機(ラ フ タ ーク レ ーン 、 タ ワ ーク レ ーン 等)・ 搬入運搬用台車を無償貸与願いま す

据付工事用現場詰所及びエ レ ベータ ー材料・ 据付工事用機材の保管場所を無償提供願いま す

かご内へ一度に搬入可能な積載は4輪台車で積込み荷重制限（ 台車含む） 以下と する こ と

( 2)エ レ ベータ ー動力用電源ト ラ ン スは弱電機器のト ラ ン ス と 独立し て設ける こ と

( 3)弱電機器と のア ース線共用は避ける こ と

( 5)漏電遮断器・ 漏電継電器を設置する場合、 不要動作防止のためイ ン バータ 対応の
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15

24

塑性変形が生じ ない構造と する こ と

日平均95％以下と し 、 氷結・ 結露し ないこ と

おそ れがある ため建物側で気密性を上げる こ と 　

通路を設ける こ と
ま た 、 個人宅や占有部、 鍵が必要な場所を経由する必要がないこ と

ものを使用する こ と

搬入に支障のない経路を確保する こ と17

消耗部品の交換等） 費用・ 定期保守費用・ コ ールバッ ク 対応費用等が生じ ま す

23 エ レ ベータ ーを 工事用と し て使用する場合、 電力会社から 供給さ れる電源を使用願いま す
工事用発電機によ る工事用使用は電源電圧が不安定なため、 内部基板への悪影響を
引き起こ す可能性が高いこ と から 使用し ないこ と

30N/mm
2

を超える場合は都度対応協議のこ と

昇降路を養生する必要がある場合（ ガラ ス壁等）

据付工事短縮を必要と する場合

床・ 壁に養生を必要と する場合

搬入に際し 、 警備員・ 誘導員及び道路使用許可を要する場合

2階以上の階若し く は地下階への搬入作業の場合

昇降機据付工事以外で立会いが発生する場合

荷下ろ し 場所から 設置・ 仮置き 場所ま での距離が30mを超える 場合

横引き通路に段差・ 階段・ 障害物がある場合

標準施工作業時間以外でご用命の場合（ 標準： 月曜日～金曜日　 8: 00～17: 00）

夜間作業発生の場合

1

負荷状況によ り 作業を請負でき ない可能性があり ま すので弊社担当へ都度ご相談く だ さ い

昇降機着工前までに各階出入口開口部養生材設置作業（ 養生材のみの貸与含む） を ご用命の場合

コ ン ク リ ート 基準圧縮強度が30N/mm
2

を 超える場合

昇降機を工事用と し て使用する場合の社内検査費用・ 復旧（ オ ーバーホール ・ 消耗部品の交換等）
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下記の事項については別途見積と なり ま す

費用・ 定期保守費用・ コ ールバッ ク 対応費用等
ただ し 、 積載量1, 000kg以上の場合、 別途労働基準監督署の落成検査費用が発生し ま す
落成検査費用につき ま し てはご利用者様負担と なり ま す
（ 検査費用は【 労働安全衛生法関係手数料令】 別表第一の四を ご参照く だ さ い）

そ の他特殊な事情がある場合14

エレベーター詳細図（１）
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火災管制用配管・ 配線

ＢＧＭ放送用配管・ 配線
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Ｈ Ｐ φ１ ． ２ ｘ ３ Ｃ

A - 44


